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第
六
十
六
号 

 
天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

愛
知
県
民
の
集
い
開
催
さ
る
！ 

十
二
月
二
十
三
日 

ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
エ
ク
セ
レ
ン
ト
に
て
、
天
長
節
を
お
祝
い
す
る
本
集

い
が
開
催
さ
れ
た
。 

第
一
部
は
、
君
が
代
斉
唱
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
今
年
御
年
八
十
一
歳
と
な
ら
れ
る
陛
下
へ
の
心
か

ら
の
感
謝
と
こ
の
御
代
が
い
つ
ま
で
も
続
か
れ
る
よ
う
参
加
者
全
員
が
真
心
を
こ
め
て
歌
い
上
げ

た
。 

ご
来
賓
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
の
重
冨
会
長
か
ら
、
去
る
十
一
月
に
赤
坂

御
所
に
て
開
催
さ
れ
た
園
遊
会
に
ご
夫
人
と
と
も
に
招
か
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
ご
報
告

を
頂
い
た
。
ご
承
知
の
通
り
、
園
遊
会
に
は
各
界
に
て
多
大
な
功
績
の
あ
る
著
名
な
方
々
が
出

席
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
会
に
重
富
会
長
が
名
を
連
ね
ら
れ
た
こ
と
は
、
日
本
会
議
愛
知
県

本
部
に
と
っ
て
も
大
変
栄
え
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
頃
見
聞
す
る
こ
と
の
な
い
赤
坂
御
所
内
や
園

遊
会
会
場
な
ど
の
様
子
が
伺
え
、
大
変
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。
続
い
て
、
天
長
節
の
歌
を
心
晴

れ
や
か
に
唱
和
し
、
第
一
部
最
後
は
聖
寿
万
歳
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
江
副
理
事
の
地
の
底
か

ら
湧
き
上
が
る
よ
う
な
大
音
声
の
発
声
と
と
も
に
、
参
加
者
全
員
に
て
万
歳
三
唱
し
た
。 

第
二
部
は
、
落
語
界
の
風
雲
児 

桂
福
若
師
匠
（師
匠
の
父
は
、
四
代
目
桂
福
團
冶
）に
よ
る
憲

法
落
語
。
一
時
間
に
わ
た
る
ア
パ
ホ
テ
ル
寄
席
の
は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
前
ふ
り
で
は
、
五

箇
条
の
御
誓
文
、
教
育
勅
語
、
百
二
十
五
代
歴
代
天
皇
の
お
名
前
を
す
ら
す
ら
と
諳
ん
じ
て
、

観
客
か
ら
そ
の
度
に
や
ん
や
の
喝
采
を
浴
び
た
。
現
憲
法
の
問
題
点
を
バ
ッ
サ
バ
ッ
サ
と
斬
り
す

て
る
小
気
味
よ
い
落
語
で
あ
っ
た
。 

芸
事
に
お
い
て
政
治
的
な
発
言
・ネ
タ
を
取
り
込
む
こ
と
は
、
あ
る
意
味
い
ろ
も
の
で
見
ら
れ
る

リ
ス
ク
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
福
若
師
匠
は
話
の
テ
ー
マ
と
し
て
憲
法
を
取
り
上
げ
た
。

福
若
師
匠
は
、
高
校
二
年
生
の
と
き
に
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
愛
国
心
が
芽
生
え
た
そ
う
だ
。

天
皇
陛
下
は
現
人
神
で
あ
り
、
我
が
国
は
天
皇
陛
下
中
心
の
神
の
国
で
あ
る
と
。
憲
法
落
語
は
、

福
若
師
匠
と
し
て
の
愛
国
心
の
発
露
な
の
だ
ろ
う
。
落
語
自
体
は
と
て
も
面
白
い
も
の
で
あ
っ
た 

 

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
子
供
会 

開
催
報
告 

去
る
昨
年
十
二
月
二
十
三
日
の
天
長
節
の
佳
き
日
に
お
い
て
、
天

皇
陛
下
の
お
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
子
供
会
（ま
ほ
ろ 

ば
冬
の
集

い
）が
金
山
神
社
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

こ
れ
は
、
毎
年
ま
ほ
ろ
ば
教

育
事
業
団
東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

が
青
少
年
育
成
事
業
と
し
て
主
催
し
て

い
る
行
事
で
あ 

る
。
本
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
て
お
り
、
今
で
は

す
っ
か
り
と
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
。 

本
年
は
穏
や
か
な
日
差
し
も

あ
り
温
か
い
天
長
節
と
な 

り
、
子
供
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
総
勢
で
五
十

名
程
度
が
参
加
す
る
盛
会
と
な
っ
た
。 

 

会
で
は
、
ま
ず
始
め
に
正
式
参
拝
を
執
り
行
い
、
金
山
神
社
祭
主

様
よ
り
天
皇
陛
下
の
御
心
と
日
々
の
お
務
め
に
つ
い
て
ご
講
話
を
頂

戴
し
た
。
そ
の
後
は
、
本
会
の
卒
業
生
で
も
あ
る
大
学
生
が
陛
下
へ

の
思
い
を
語
り
、
続
い
て
、
大
東
塾
の
磯
貝
正
温
先
生
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
つ
つ
、
子
供
た
ち
は
思
い
思
い
に 

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
捧
ぐ
年

賀
詞
を
作
成
し
た
。 

磯
貝
先
生
は
長
年
に
わ
た
り
皇
居
勤
労
奉

仕
を
お
務
め
に
な
っ
て
お
り
、
ご
縁
も
あ
り
、
年
賀
詞
は
侍
従
長
か

ら
陛
下
に
お
届
け
い
た
だ
い
て
い
る
。
陛
下
か
ら
賜
っ
た
ご
感
想
も

披
露
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
は
、
ご
挨
拶
か
ら
日
頃
の
成
果
の
報
告

ま
で
内
容
様
々
に
一
生
懸
命
に
思
い
を
認
め
た
。 

年
賀
詞
の
作
成

を
終
え
る
と
、
子
供
た
ち
は
境
内
へ
と
集
ま
り
、
楽
し
い
楽
し
い
餅
つ

き
に
励
ん
だ
。
お
餅
の
他
に
も
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
豚
汁
や
ぜ
ん

ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
た
。 

ま
た
本
年
も
大
人
、
子
供
共
々
、
天
皇
陛
下
の
御
心
を 

仰
い
で
佳

き
一
年
を
送
り
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

事
務
局 

森
喜
隆
） 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
六
回
勉
強
会
、
街
宣
・署
名
活
動
実
施
！ 

≪

第
一
部≫

●
開
催
日
時 

十
二
月
二
十
一
日(

日) 

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分
●
会
場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
●
会
費 

五
百
円
●
参
加
者
数 

二
名
【勉
強
会
】テ
ー
マ
：
「活
動
報
告
・

来
年
度
へ
の
抱
負
（座
談
会
）」
、
座
長 

東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博…

今
回
は
年
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
活

動
報
告
も
か
ね
て
二
〇
一
五
年
の
活
動
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
前
回
同
様
、
・地
元
住
人
の
会

員
拡
大
が
急
務
・一
部
と
二
部
の
間
が
空
き
す
ぎ
て
間
延
び
し
て
お
り
対
応
策
を
考
え
る
べ
き
と
い
う
意
見

等
が
出
ま
し
た
。≪

第
二
部≫

 

●
開
催
日
時 

同
日 

午
後
二
時
～
四
時
●
場
所 

昭
和
区 

御
器
所

交
差
点
南
西
角
地
●
会
費 

無
料
●
参
加
者
数 

四
名
【街
頭
演
説
】初
め
て
の
方
が
二
名
参
加
し
て
下

さ
り
、
寒
い
中
で
の
街
宣
で
し
た
が
チ
ラ
シ
も
多
く
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
身
の
濃
い
モ
ノ
と
な
り
ま
し

た
。
チ
ラ
シ
配
布
が
非
常
に
上
手
な
女
性
会
員
さ
ん(

初
参
加)

よ
り
、
・目
線
を
相
手
よ
り
下
に
し
て
チ
ラ

シ
を
配
る
・相
手
の
腰
あ
た
り
に
手
を
回
す
イ
メ
ー
ジ
で
横
側
か
ら
話
し
か
け
て
み
る
・明
る
く
話
し
か
け
る

（憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
い
て
み
る
）・憲
法
改
正
反
対
の
方
に
は
「家
族
保
護
の
規
定
」
の
内
容
か

ら
話
し
て
み
る
（意
見
を
聞
い
て
み
る
）等
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
こ
と
も
で
き
、
次
回
以
降
に
活

か
し
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。
☆
名
古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街

宣
活
動
に
て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
や
支
部
活
動
に
関
す
る
御
意
見
・ア
イ
デ
ア
な
ど
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ー
ル
（kak

e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.co
.jp 

加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
☆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（文
責
・日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

が
、
内
容
は
深
く
色
々
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

最
後
に
、
株
式
会
社
フ

ロ
ー
ラ 

川
瀬
社
長
か
ら
、

百
二
十
五
代
歴
代
天
皇

御
真
影
図
が
福
若
師
匠
に

贈
呈
さ
れ
、
本
集
い
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。 

（文
責
・日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

事
務
局 

 

脇
山 

博
文
） 

憲法落語で熱弁を奮う桂福若師匠 

会場の様子 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■２月１日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き３月１日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大
雨は中止になりますが疑わしい天気の場合には、
現場責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)
を下さい。★１月４日は、１６名の方にご参加いただ
き掃除をしました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       （１月４日  奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年二月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（十
二
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
守
孝 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
六
年
十
一
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

梅
村
真
史
（議
員
会
員
） 

原
田 

甫
（正
会
員
） 

川
瀬
年
廣
（正
会
員
） 

中
山
利
子
（女
性
会
員
） 

前
田
昌
宏
（支
援
会
員
） 

塚
本
康
浩
（支
援
会
員
） 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

一
日
（月
）夕
刻
よ
り
事
務
所
に
て
戦
争

展
企
画
会
議
を
開
催
。
明
年
は
終
戦
七

十
年
特
集
と
し
て
、
戦
後
日
本
が
如
何

に
し
て
、
思
想
戦
、
歴
史
戦
に
お
い
て
敗

退
し
続
け
て
来
た
か
を
、
時
系
列
に
展

示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

二
日
（火
）衆
議
院
議
員
選
挙
が
告
示

さ
れ
た
。
本
日
よ
り
十
二
日
間
、
改
憲

勢
力
三
分
の
二
確
保
に
向
け
た
戦
い
が

開
始
さ
れ
る
。 

八
日
（月
）名
古
屋
駅
に
安
倍
総
理
登

場
。
黒
山
の
人
だ
か
り
で
、
歓
声
が
飛
び

交
っ
て
い
た
。
支
持
の
高
さ
を
肌
で
実
感

す
る
。 

十
四
日
（日
）愛
知
竹
田
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
で
故
・山
内
俊
祐
さ
ん
の
二
周
忌
墓

参
へ
。
「國
酒
禊
」
を
墓
前
に
供
え
て
奉

告
し
た
。
竹
田
研
で
は
稲
作
か
ら
酒
造

り
ま
で
を
一
貫
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
る
が
、
山
内
さ
ん
に
は
水
田
の

提
供
か
ら
、
資
金
援
助
に
至
る
ま
で
ご

厚
情
を
い
た
だ
い
た
。 

十
六
日
（火
）昭
和
四
十
年
代
の
学
生

運
動
か
ら
、
今
日
の
国
民
運
動
ま
で
の

大
先
輩
、
芦
田
文
雄
さ
ん
ご
母
堂
の
告

別
式
参
列
の
た
め
各
務
原
市
へ
。
弔
問

に
は
岐
阜
の
仲
間
も
大
勢
駆
け
つ
け
て

い
た
。 

二
十
日
（土
）キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
主
催
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
。
こ
の
団
体
は
、

愛
国
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
日
本
人
の

精
神
復
興
を
願
い
、
様
々
な
運
動
に
参

画
さ
れ
て
来
た
。
十
五
年
来
の
お
付
き

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
賛
美

歌
を
一
緒
に
歌
い
、
楽
し
く
過
ご
し
た
。 

十
七
日
（水
）天
皇
陛
下
は
、
来
日
中
の

パ
ラ
オ
大
統
領
を
引
見
さ
れ
、
明
年
四

月
に
パ
ラ
オ
へ
の
招
待
を
お
受
け
に
な
っ

た
。
時
期
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
、
是
非
と

も
パ
ラ
オ
に
て
奉
迎
活
動
を
行
い
た
い
。 

十
九
日
（金
）日
本
協
議
会
の
年
末
会

合
に
参
加
。
久
し
ぶ
り
の
仲
間
も
加
わ 

り
、
夜
更
け
ま
で
痛
飲
。 

二
十
三
日
（火
）天
皇
陛
下
の
御
誕
生

日
を
お
祝
い
す
る
愛
知
県
民
の
集
い
を

開
催
。
詳
細
は
一
面 

二
十
六
日
（金
）年
末
訪
問
活
動
四
軒
。

熱
田
神
宮
へ
は
、
一
年
の
運
動
成
果
を

奉
告
し
た
。 

二
十
八
日
（日
）事
務
局
メ
ン
バ
ー
の
南

部
文
宏
さ
ん
が
守
山
区
に
移
転
。
矢
田

川
堤
沿
い
に
建
つ
見
晴
ら
し
良
好
の
一

軒
家
だ
。 

三
十
一
日
（水
）年
内
全
て
の
業
務
を

終
了
。
久
し
ぶ
り
に
家
族
全
員
が
揃
っ
て

年
越
し
を
す
る
。 

   

 

人
殺
し
と
罵
ら
れ
て 

 

元
自
衛
官
南
部
ふ
み
ひ
ろ 

 
 

 
 

 
 

 

の
手
記
そ
の
四 

六
年
で
陸
上
自
衛
隊
を
退
職
し
た
私
は
、

第
十
輸
送
隊
の
Ｏ
Ｂ
会
に
所
属
し
て
現

役
自
衛
隊
員
の
後
方
支
援
を
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
守
山
自
衛
隊
協
力
会
の
事

務
局
長
を
十
五
年
ほ
ど
勤
め
、
守
山
駐

屯
地
と
地
域
住
民
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く

微
力
を
尽
く
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
し

か
し
、
自
衛
隊
を
支
援
を
す
る
上
で
、
最

も
大
切
な
こ
と
は
何
な
の
か
を
問
え
ば
、

そ
の
答
え
は
、
自
己
否
定
さ
れ
つ
づ
け
て

い
る
自
衛
隊
の
存
在
を
憲
法
に
明
記
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
と
断
言
で
き
ま
す
。
最
高

法
規
た
る
憲
法
で
自
衛
隊
の
存
在
を
否

定
し
て
お
き
な
が
ら
、
下
位
の
法
律
で
そ

の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
歪
み
で

あ
っ
て
、
け
し
て
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
は
な
い
。

私
は
憲
法
を
正
す
こ
と
こ
そ
が
、
自
衛
隊

へ
の
最
大
の
支
援
で
あ
り
、
祖
国
を
平
和

で
守
り
続
け
る
た
め
の
一
番
の
道
で
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。 

日
本
会
議
は
今
、
憲
法
改
正
推
進
の
た

め
に
一
〇
〇
〇
万
人
署
名
を
展
開
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
署
名
運
動
が
叶
っ
た
時
、
必
ず
や
国

会
で
憲
法
改
正
の
発
議
が
さ
れ
、
国
民

投
票
の
道
が
切
り
開
か
れ
る
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
是
非
と
も
、
署
名
活
動
に
ご

尽
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

な
お
、
不
肖
南
部
ふ
み
ひ
ろ
は
、
こ
の
四

月
に
愛
知
県
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補

す
る
こ
と
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。
選
挙

区
は
守
山
区
、
自
民
党
公
認
候
補
者
と

し
て
出
馬
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
支
援
が
頂
け
て
議
席
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
私
は
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
わ
か
っ
て
い
る
つ

も
り
で
す
。 

四
回
に
亘
り
ご
高
覧
下
さ
い
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
部
ふ
み
ひ
ろ 

先
月
の
「あ
い
ち
通
信
第
六
十
五
号
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記
事
の
お
詫
び 

 

春
日
井
支
部
の
「憲
法
改
正
の
実
現
へ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
と
意
見
交
換
」
実
施
報
告
の
タ
イ
ト
ル
が

誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。  

 
 

（日
本
会
議
愛
知
県
本
部
） 

 

行 

事 

予 

定 

■
日
本
の
建
国
を
祝
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

愛
知
県
民
の
集
い 

 

二
月
十
一
日
（祝
・水
） 

 
 

 
 

 
 

 

十
三
時
半
開
場 

 
 

 
 

 
 

 

十
四
時
開
会 

 
 

 
 

 
 

 

十
七
時
閉
会 

第
一
部 

奉 

祝 

式 

典 

第
二
部 

記
念
講
演
会 

 

「国
を
守
っ
て
来
た
先
人
達
の
戦
い
」 

  
 

講
師 

久
野 

潤
（く
の
・じ
ゅ
ん
） 

 

●
久
野
潤
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

昭
和
五
十
五
年
八
月
一
日 

 
 

 
 

 

大
阪
生
ま
れ
（三
十
四
歳
）  

 
 

 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
卒
業
、

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
国
際

公
共
政
策
専
攻
修
了
。 

現
在
、
大
阪
国
際
大
学
で
講
師
を
勤

め
る
。
専
門
は
近
現
代
日
本
の
政
治

外
交
と
そ
の
背
景
思
想
。 

著
作 

「新
島
八
重
～
と
あ
る
会
津
女

子
の
生
涯
～ 

」 (

晋
遊
舎) 

「帝
国
海
軍
と
艦
内
神
社
」
（祥
伝
社
） 

「帝
国
海
軍
の
航
跡
」
（青
林
堂
） 

政
治
・歴
史
系
で
の
共
著
書
や
雑
誌
記

事
を
多
数
執
筆
。 

 

会 

場
： 

ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
エ
ク
セ
レ
ン
ト

4
階
旭 

電
話 

〇
五
二-

九
五
三-

五
一
一
一 

 
 

 
 

 

名
古
屋
市
中
区
錦
三-

一
五-

三
〇 

 
 

 
 

 
 

 

■
地
下
鉄
栄
駅
（東
山
線
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
番
出
口 

徒
歩
1
分
） 

参
加
費 

千
円 

懇
親
会
費 

五
千
円 

 

（希
望
者
に
て
十
七
時
半
開
会
十
九
時
閉
会
） 

会員種別と特典 
維持会員 篤志会員 議員会員 女性会員 支援会員 正会員 

年会費 １万円 ３万円 １０万円 １万円 5000円 3800円 

機 関 紙 『日本の
息吹 』 毎月送 付 

会員証発行 

会員バッジ贈呈 

書籍/DVD/ 
カレンダー贈呈 

メールマガジン 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ － － － － 

－ 

－ 

※会員番号お
よびパスワード
を利用して、会
員限定ページ
にアクセス可
能です。 
※支援会員の
方は、会員限
定ページにア
クセスできない
為、パスワード
は発行されま
せん。 

○ ○ ○ ○ ○ 


